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就任のご挨拶
　

町
民
の
み
な
さ
ま
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の

こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
町
政
並
び
に
町
議
会
に
対

し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
支
援

を
賜
わ
り
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
２
年
６
月
９
日
の
第

２
回
定
例
会
に
お
い
て
執
行
さ
れ
た
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
の
要
職
に
就

か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
そ
の

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
会
は
議
決
機
関
、

監
視
機
関
は
も
と
よ
り
、
政
策
立
案
機

能
を
求
め
ら
れ
て
お
り
、
一
層
の
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

町
は
、
新
時
代
を
拓
く
共
生
社
会
の

創
造
と
し
て
、
第
５
次
総
合
計
画
後
期

計
画
を
策
定
し
、
防
災
対
策
や
少
子
高

齢
化
対
策
な
ど
拡
大
す
る
行
政
需
要
に

対
し
て
、
効
果
の
高
い
施
策
を
重
点
的

に
す
す
め
る
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能

の
強
化
」
や
地
域
の
課
題
が
多
様
化
し

て
行
政
の
力
だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
を
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、「
協
働
の

推
進
と
戦
略
性
の
高
い
計
画
」
を
後
期

計
画
の
視
点
と
し
て
お
り
ま
す
。　

　

議
会
と
し
て
は
後
期
計
画
の
達
成
に

向
け
て
、
町
と
連
携
し
、
時
に
は
、
け

ん
制
し
な
が
ら
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
、
町

民
み
な
さ
ま
の
福
祉
や
生
活
の
向
上
、

安
心
安
全
と
信
頼
に
応
え
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
に
対
し
ま
し
て
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

こ
の
度
の
選
挙
に
よ
り
、
副
議
長
に

選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

既
に
議
長
、
副
議
長
を
歴
任
さ
せ
て

頂
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
議
長
の

サ
ポ
ー
ト
役
は
も
と
よ
り
一
層
議
会
運

営
に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
の
町
政
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
一
色
、
と
言
っ

て
良
い
程
の
危
機
的
な
状
況
で
す
。
有

史
以
来
、
人
と
ウ
ィ
ル
ス
は
深
く
関
わ

っ
て
き
て
お
り
、
今
回
も
皆
さ
ん
と
共

に
乗
り
越
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

現
時
点
で
は
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
甲

斐
も
あ
り
、
町
内
か
ら
感
染
者
は
で
て

お
ら
ず
、
そ
う
言
っ
た
面
で
の
混
乱
は

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ

先
の
見
え
て
い
な
い
こ
の
感
染
症
に
対

し
、
引
き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
そ
の
為
に
出

来
る
こ
と
を
私
た
ち
も
考
え
て
い
き
ま

す
。

　

そ
ん
な
状
況
下
、
令
和
２
年
度
に
入

っ
て
か
ら
の
臨
時
会
・
定
例
会
で
は
、

ほ
ぼ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対

策
関
係
の
補
正
予
算
や
条
例
改
正
と
な

っ
て
お
り
、
経
常
的
業
務
は
兎
に
も
角

に
も
、
そ
の
他
の
政
策
が
ま
ま
な
ら
な

い
状
況
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
必
要
な
と
こ
ろ
に
は

し
っ
か
り
対
応
．
執
行
し
て
頂
く
よ
う

議
会
と
し
て
も
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　

今
期
の
議
員
任
期
も
残
り
一
年
足
ら

ず
と
な
り
ま
し
た
。
残
さ
れ
た
任
期
を

議
員
全
員
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

町
議
会
新
体
制
決
ま
る

服
部
芙
二
夫

議
　
長

三
輪
一
雅

副
議
長
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新体制決まる

1番議席

鎌田鷹介議員
2番議席

伊藤厚紀議員
3番議席

加藤眞人議員

6番議席

三輪一雅議員
8番議席

中川和子議員
9番議席

伊藤好博議員

5番議席

服部芙二夫議員

　５月31日前議長伊藤律雄議員が急逝されました。ここに謹んで
故人のご冥福をお祈り申しあげますと共に、ご遺族の皆さまには心よ
りお悔やみを申し上げます。
　議員一同、故人の意思を引き継ぎ町政発展の為、誠心誠意尽力して
参りたいと存じます。

伊藤 律雄前議長急逝

前議長　故伊藤律雄氏の略歴
•平成21年5月18日町議会議員初当選、以来連続3期当選され、この間、議長、副議長、教育民生常任委員会委
　員長、議会広報常任委員会委員長を歴任されました。
•議　長　平成25年5月20日から平成26年5月16日、令和元年5月17日から令和2年5月31日
•副議長　平成23年5月17日から平成24年5月17日、平成27年5月15日から平成28年5月17日、
　　　　　平成29年5月18日から令和元年5月17日
•その他の役職
　桑名広域清掃事業組合議会 議員、三重県後期高齢者医療広域連合議会 副議長
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新型コロナウイルス感染症
拡大防止関係議案を可決
新型コロナウイルス感染症
拡大防止関係議案を可決
新型コロナウイルス感染症
拡大防止関係議案を可決
一般会計予算総額 39億6600万円に
補正予算総額 7億1100万円を追加補正

当初予算
32億5500万円補正額

7億1100万円
当初予算

32億5500万円補正額
7億1100万円

令和２年

臨時会
第2回

定例会
第2回

一般会計補正予算

議会費
5769万円（1.5％）

衛生費
2億1973万円（5.5％）

総務費
7億6365万円（19.3％）

民生費
15億5207万円（39.1％）

農林水産業費
2億299万円（5.1％）

商工費
1637万円（0.4％）

土木費
4億2150万円（10.6％）

消防費
1億7328万円（4.4％）

教育費
3億2866万円（8.3％）

公債費
2億2745万円（5.7％）

予備費
261万円（0.1％）

補正後予算補正後予算

39億6600万円39億6600万円

　この度の補正予算は、臨時会で6億6900万円、定例会で4200万円を増額し、
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止と生活支援関連の補正が主となり、
中でも特別定額給付金事業の支出科目である民生費が補正額6億5985万円で
全体の92.8％を占めています。

議会費
5865万円（1.8％）議会費

△96万円（△0.1％）
総務費
7億6094万円
（23.4％）

総務費
271万円
（0.4％）

民生費
8億9222万円
（27.4％）

民生費
6億5985万円
（92.8％）

衛生費
2億108万円
（6.2％）

農林水産業費
1億9945万円（6.1％）

商工費
1637万円（0.5％）

土木費
4億2326万円
（13.0％）

消防費
1億7398万円
（5.3％）

土木費
△176万円
（△0.2％）

衛生費
1865万円
（2.6％）

消防費
△70万円（△0.1％） 教育費

2億9829万円
（9.2％）

公債費
2億2745万円（7.0％）

農林水産業費
354万円
（0.5％）

予備費 331万円（0.1％）予備費 △70万円（△0.1％）
教育費 3037万円（4.3％）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
に
留
意
し
つ
つ
、
簡
素
な

仕
組
み
で
迅
速
か
つ
的
確
に
家
計
へ
の
支
援
を
行
う
た
め
、
一
律
に
、
一
人

あ
た
り
１０
万
円
の
給
付
を
行
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
生
活

を
支
援
す
る
と
し
て
、
児
童
手
当
を
受
給
す
る
世
帯
に
対
し
て
、
対
象
児
童

一
人
あ
た
り
１
万
円
の
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯
に
関
し
て
、
児
童
手
当
を
受
給
す
る
世
帯
に
対
し
、
そ
の
対
象

児
童
一
人
あ
た
り
１
万
円
を
上
乗
せ
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
（
一
時
金
）
の

支
給
を
行
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
ひ
と

り
親
等
世
帯
に
対
し
、
生
活
支
援
の
目
的
と
し
て
、
児
童
一
人
あ
た
り
１
万

円
の
扶
養
手
当
給
付
金
を
給
付
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
い
る
高
齢

者
世
代
を
対
象
に
、
生
活
支
援
と
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と
し
て
、
商
品
券

を
配
布
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
為
、
外
出
自
粛
に
伴
う

生
活
支
援
及
び
経
済
的
負
担
の
軽
減
か
ら
、
こ
ど
も
園
、
小
・
中
学
校
の
給

食
費
を
６
月
か
ら
６
カ
月
間
免
除
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、
大
き
な
影
響
を
受
け

て
い
る
住
民
の
皆
さ
ま
や
企
業
等
の
支
援
策
と
し
て
、
水
道
基
本
料
金
を
半

年
間
無
償
化
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
と
い
う
社
会
的
背
景
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
と
し
て
い
た
整
備
計
画
を
前
倒
し
、
一
人
１
台
端
末
の
早
期
実

現
を
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
住
民
の
暮
ら
し
や
経
済
が

悪
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
感
染
拡
大
防
止
の
財
源
と
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
く
よ
う
政
務
活
動
費
の
全
額
を
減
額
し
ま
す
。

町
立
図
書
館
の
蔵
書
数
を
増
や
す
こ
と
で
利
用
者
が
在
宅
時
間
を
有
意
義
に

過
ご
し
外
出
抑
制
を
図
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
為
、
公
共
施
設
に
飛
沫
感
染

防
止
パ
ネ
ル
及
び
非
接
触
式
の
体
温
計
を
確
保
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
関
連
予
算
の
概
要

一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）（
第
２
号
）主
な
事
業
（
単
位
：
千
円
）

国
の
事
業

町
の
事
業
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議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

5月15日
（1日限り）

令
和
２
年

第
２
回

議
事
内
容

　

令
和
２
年
第
２
回
木
曽
岬
町
議
会
定
例
会
は
、
５
月
１５
日
の
１
日
間
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
臨
時
会
は
、専
決
処
分
事
項
や
、令
和
２
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案
、

条
例
の
一
部
改
正
等
、承
認
３
件
、議
案
４
件
が
提
出
さ
れ
、全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

議

案

質

疑

議
案
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。（
抜
粋
）
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議
事
内
容

　

令
和
２
年
第
２
回
木
曽
岬
町
議
会
定
例
会
は
、
６
月
３
日
か
ら
１２
日
ま
で
の
会
期

１０
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
の
定
例
会
に
は
、
令
和
２
年
度
の
各
会
計
補
正
予
算
案
、
条
例
制
定
案
の
議

案
９
件
と
報
告
３
件
、
同
意
案
件
１０
件
、
発
議
案
件
１
件
、
追
加
議
案
と
し
て
選
挙

５
件
が
提
出
さ
れ
、
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

6月 3日
　　（開　会　日）
6月 9日
　　（議案質疑日）
6月12日
　　（閉　会　日）

令
和
２
年

第
２
回
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議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

　
議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
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議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

　
議
件
名
（
議
案
の
内
容
）
　
　
　

議

案

質

疑

議
案
に
対
し
て
次
の
よ
う
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。（
抜
粋
）
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　第２回臨時会及び第２回定例会議案等の審議結果です。
　賛否の分かれた議案のみを表示しており、他の議案は全て全会一致で賛成とされています。
　※議長は裁決に加わりません。ただし、可否同数の場合は議長採決となります。

各議員の賛否

　第２回定例会では、議案第３１号及び議案第３３号について中川和子議員が反対討論をし、三輪一雅副議長が全議案について
賛成討論をしました。
　なお、紙面の都合で討論の詳細内容の記載を割愛いたしておりますが、反対討論並びに賛成討論の内容は、木曽岬町議会会議
録　議会棟　議会図書室（福祉・教育センター２階）でご覧いただけます。

審議
結果

伊 藤
好 博

中 川
和 子

三 輪
一 雅

服 部
芙二夫

加 藤
眞 人

伊 藤
厚 紀

鎌 田
鷹 介

議案
番号 議案名

議員名

第2回臨時会審議結果……全会一致で賛成でした。

第2回定例会審議結果

議案
第31号

令和２年度三重県桑名郡木曽岬町一般会計
補正予算（第２号）について

原案
可決○ ○ ○ ○ ○×─

議案
第33号

木曽岬町手数料徴収条例の一部を改正する
条例の制定について

原案
可決○ ○ ○ ○ ○×─

（○は賛成、×は反対、欠は欠席、退は退席を表示しています。）

一
般
質
問
中
止

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
で
、

一
般
質
問
を
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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令
和
２
年  

第
２
回
定
例
会

加藤　隆 町長

要
　旨

　

国
で
は
、
１
月
１７
日
に
最
初

の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
、
そ
の

後
、
全
国
各
地
で
感
染
者
が
拡

大
し
た
こ
と
か
ら
、
政
府
は
、

４
月
７
日
に
７
都
府
県
に
対
し

て
、
４
月
１６
日
に
は
、
全
国
都

道
府
県
に
対
し
て
５
月
６
日
ま

で
の
緊
急
事
態
宣
言
を
発
出
し
、

県
に
お
い
て
は
、
緊
急
事
態
措

置
を
発
表
し
て
、
外
出
・
移
動

の
自
粛
や
休
業
要
請
を
致
し
ま

し
た
。
町
に
お
い
て
は
、
３
月

１３
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
本
部
を
設
置
し
、

町
民
の
皆
様
に
感
染
防
止
の
注

意
喚
起
と
協
力
を
お
願
い
す
る

と
共
に
、
飛
沫
防
止
の
ア
ク
リ

ル
板
の
設
置
や
、
職
員
か
ら
の

罹
患
者
発
生
に
備
え
、
各
課
か

ら
一
名
ず
つ
の
職
員
を
、
別
室

に
隔
離
し
た
臨
時
執
務
室
で
の

業
務
体
制
を
取
る
な
ど
、
様
々

な
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
取
っ

て
参
り
ま
し
た
。

　

５
月
４
日
、
政
府
は
、
緊
急

事
態
宣
言
を
５
月
３１
日
ま
で
延

長
い
た
し
ま
し
た
が
、
５
月
１４

日
に
全
国
３９
県
の
緊
急
事
態
宣

言
を
解
除
し
、
そ
の
後
、
５
月

２１
日
に
は
関
西
の
３
県
、
続
い

て
、
５
月
２５
日
に
は
全
て
の
都

道
府
県
で
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
の
感
染
者
数
は
、
６
月
１

日
現
在
で
１
７
，
５
７
９
名
、

　
１
日
の
新
た
な
感
染
者
が
最
も

多
か
っ
た
の
は
、
４
月
１１
日
に

７
２
０
名
の
陽
性
患
者
が
確
認

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
県
内
で
は
、
１
月
３０

日
に
最
初
の
陽
性
患
者
が
確
認

さ
れ
、
そ
の
後
、
４
月
２４
日
ま

で
に
合
計
４５
名
の
感
染
者
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
降

は
１
件
の
感
染
者
も
確
認
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

国
や
県
は
、
県
域
を
越
え
る

外
出
・
移
動
の
自
粛
を
強
く
要

請
し
て
い
る
中
、
特
に
県
境
に

位
置
す
る
本
町
に
あ
っ
て
は
、

愛
知
県
と
は
生
活
も
交
通
や
経

済
も
日
常
が
一
体
で
あ
り
、
隣

接
す
る
両
市
で
感
染
者
が
発
生

す
る
等
、
非
常
に
厳
し
い
環
境

下
に
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
町

内
で
は
一
人
の
感
染
者
も
出
る

事
な
く
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
事
は
、
偏
に
町
民
の
皆
様
の

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
物

で
あ
り
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。

　

第
一
に
、
水
道
基
本
料
金
の

６
ヶ
月
間
の
減
免
と
、
ご
寄
付

を
頂
き
ま
し
た
サ
ー
ジ
カ
ル
マ

ス
ク
を
、
町
内
の
全
世
帯
、
医

療
機
関
、福
祉
施
設
、こ
ど
も
園
、

小
中
学
校
へ
配
布
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
段
の
施
策
と
し
て
は
、

子
育
て
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
、

そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
な
る
方
々
に

町
独
自
に
１
万
円
を
追
加
交
付

す
る
と
共
に
、
在
宅
で
過
ご
す

時
間
を
少
し
で
も
有
意
義
に
過

ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
町
立

図
書
館
の
蔵
書
数
の
増
冊
、
ま

た
、
こ
ど
も
園
、
小
中
学
校
そ

れ
ぞ
れ
の
給
食
費
６
ヶ
月
間
分

を
無
償
化
と
し
、
高
齢
者
世
代

の
皆
さ
ま
に
は
、
高
齢
者
支
援

と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
目
的

に
、
町
内
で
使
用
す
る
こ
と
の

で
き
る
商
品
券
の
配
布
を
行
い
、

役
場
な
ど
公
共
施
設
で
は
、
感

染
対
策
も
進
め
て
行
く
事
と
し

て
い
ま
す
。

　

更
に
、
こ
の
度
、
議
員
各
位

の
総
意
で
政
務
活
動
費
を
支
援

に
充
て
た
い
と
の
事
か
ら
、
減

額
補
正
予
算
つ
い
て
条
例
の
一

部
改
正
の
発
議
を
頂
き
ま
し
た

の
で
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
は
、
小
中
学
校

の
臨
時
休
業
、
こ
ど
も
園
の
臨

時
休
園
や
登
園
自
粛
、
公
共
施

設
の
閉
鎖
や
各
種
、
会
議
や
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
、
町
民
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

今
後
の
方
針

町
の
施
策
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皆
様
に
は
、
大
変
な
ご
迷
惑
や

ご
不
自
由
を
お
掛
け
し
ま
し
た

が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
と

合
わ
せ
て
、
新
し
い
生
活
様
式

と
社
会
経
済
活
動
を
目
指
し
な

が
ら
、
感
染
症
拡
大
防
止
に
向

け
て
新
た
に
指
針
を
発
表
し
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
は
新
し

い
ス
テ
ー
ジ
へ
移
っ
て
き
ま
し

た
。

　

６
月
１
日
か
ら
は
、
こ
ど
も

園
、
小
中
学
校
、
そ
れ
ぞ
れ
が

通
常
の
内
容
で
再
開
さ
れ
る
ほ

か
、
移
動
自
粛
や
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
基
準
等
も
緩
和
さ
れ
る
と

同
時
に
社
会
経
済
の
活
動
レ
ベ

ル
も
徐
々
に
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
く
事
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
東
京
都
を

始
め
、
一
部
の
地
域
で
は
、
再

び
感
染
者
が
拡
大
し
て
お
り
、

感
染
拡
大
の
第
二
波
、
第
三
波

の
発
生
が
起
こ
り
得
る
も
の
と

想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
、
県
か
ら
示

さ
れ
た
「
新
し
い
生
活
様
式
」

の
定
着
と
「
人
と
の
接
触
を
８

割
減
ら
す
１０
の
ポ
イ
ン
ト
」
を

取
り
入
れ
つ
つ
、
感
染
症
に
強

い
生
活
様
式
や
経
済
活
動
を
定

着
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

報
道
に
よ
り
ま
す
と
、
世
界

各
国
で
は
、
桁
違
い
の
感
染
拡

大
が
起
き
て
お
り
、
我
が
国
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
対
策
が
海
外
か
ら
評

価
を
受
け
、
注
目
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。

　

こ
れ
も
、
国
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
は
勿
論
で
あ
り

ま
す
が
、
感
染
者
の
命
を
守
る

為
に
、
献
身
的
に
力
を
尽
く
し

て
頂
い
て
い
る
医
療
従
事
者
の

方
々
、
関
係
機
関
全
て
の
皆
さ

ま
に
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
た
か
ら
と
言
っ
て
決
し
て
終

息
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
引
き
続
き
、
情
報
収
集

に
努
め
、
県
と
連
携
し
な
が
ら

的
確
な
対
応
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。

みなさまのご意見を
募集しています。

　議会に対して、普段、感じていること、疑問
に思うこと。また、要望など、どのような内容
でも結構です。ご意見、ご質問をお寄せくだ
さい。

提 出 先
議会広報常任委員会（議会事務局）

E-mail：gikai@town.kisosaki.mie.jp

TEL68-6108
FAX66-3111

議会をぜひ、傍聴にきてください。
　議会は、どなたでも傍聴することができます。皆様の生活に直結した
重要な問題が審議されます。お気軽にお越しください。
　本会議の当日、議場入口で傍聴の受付をしています。
※感染防止対策の為、マスクの着用、手指消毒、入場制限等にご協力を
　お願いします。

次回、9月定例会、本会議の予定です。

　なお、各日程等は変更する場合もございますので、お手数ですがホームペー
ジまたは議会事務局までお問合わせいただきますようお願いいたします。

平成31年4月から令和2年3月まで

※ 政務活動費交付決定額は、議員×1万円×12ヶ月で計算しています。
※ 政務活動費交付申請書の提出がない場合は、「－」で標記しています。

交 付 決 定 額

差 引 返 納 額

調査研究費

項　目
議員名

広報広聴費

資料購入費

合 計

政
務
活
動
費

鎌 田 鷹 介

120,000

120,000

0

0

0

0

伊 藤 厚 紀

120,000

120,000

0

0

0

0

加 藤 眞 人

120,000

120,000

0

0

0

0

服部芙二夫

120,000

120,000

0

0

0

0

伊 藤 律 雄

120,000

120,000

0

0

0

0

伊 藤 好 博

120,000

120,000

0

0

0

0

中 川 和 子

―

―

―

―

―

―

三 輪 一 雅

120,000

57,060

43,200

0

19,740

62,940
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議会日誌

編
　 

後
記

集
　

世
界
に
広
ま
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
、
国
の
方
針
を
前
提
と
し
て
、

県
や
各
市
町
は
様
々
な
対
応
を
実
施

し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

集
団
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
優
先
さ

れ
る
の
は
、『
ご
も
っ
と
も
』
町
で

も
桜
祭
り
、
町
内
一
斉
清
掃
、
や
ろ

ま
い
夏
祭
り
等
々
こ
と
ご
と
く
『
中

止
』
と
な
り
、『
残
念
無
念
』。

　

こ
の
難
局
を
乗
り
こ
え
、
新
し
い

生
活
様
式
を
取
り
入
れ
、
安
心
安
全

に
暮
ら
せ
る
日
々
が
、
一
日
で
も
早

く
来
る
こ
と
を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

皆
さ
ん
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　

こ
こ
に
第
１
０
４
号
の
議
会
だ
よ

り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

紙
面
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

議
会
広
報
常
任
委
員
会
一
同

11日●例月出納検査（監査委員）
　　●議会運営委員会
　　●全員協議会
15日●第２回臨時会
　　●全員協議会
　　●土地開発公社理事会
18日●桑名・員弁広域連合定例会（副議長）
25日●全員協議会　
29日●議会運営委員会
30日●木曽岬町神社春季例祭
　　●木曽岬町神社境内整備事業竣功奉告祭

2020 月5 2020 月6

2020 月7

３日●第２回定例会開会日・議案説明会・
　　　議員懇談会
９日●議案質疑
10日●例月出納検査（監査委員）
12日●第２回定例会閉会日・議員懇談会
22日●議員懇談会
24日●社会福祉協議会評議員会

３日●議会広報常任委員会
９日●北勢５町議長会（議長）
10日●例月出納検査（監査委員）
　　●決算審査（監査委員）
13日●議会広報常任委員会

傍聴者 声の
定例会を傍聴して頂きありがとうございました。毎回、定例会では傍聴アンケートをお願いし、
議会運営の参考とさせていただいております。
今後ともご理解ご協力をお願いいたします。

議会に期待すること
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地域ＢＷＡを利用した安全安心なまちづくり
４月からスタート

き
そ
さ
き

の

　地域ＢＷＡとは、地域広帯域移動用無線アクセスシステムのことを言い、地域の公共サービスの向
上やデジタルディバイド（条件不利地域）の解消、地域の公共福祉の増進に寄与することを目的として
導入された2.5GHz帯の周波数の電波を用いた電気通信事業用の無線システムです。
　地域の暮らし・防災情報の配信、児童・高齢者見守り、交通機関の運行情報、防犯カメラの伝送等
広い分野で活用が期待されております。

《木曽岬町のＢＷＡ整備状況をご紹介します。》

防犯対策安心サービス
町内外を結ぶ主要道路に防犯カメラを設置しています。

浸水予測水位確認サービス
台風や大雨の時にも家に居ながらＣＡＴＶやアプリで水位の状況がカメラで確認でき

不安を払しょくできます。

境港（源緑輪中地区） 中央幹線排水路（外平喜地区） 中央幹線排水路（栄地区）

加路戸付近 和泉付近 源緑輪中（下水門）付近


